
試験圃  試験条件  
農作物  

最大残留量（ppm）   

場数  【メトキシフェノジド／A環フェノール体／B環アルコール体】    剤型  使用量・使用方法  回数  経過日数   

菓ねぎ○   2000倍散布   圃場A：0．12／－／－（2回、14日）（＃）   
2  20％フロアブル  150L／10a  2回  14，21，30日  

（茎葉）  圃場B：0．16／－／－（2回、14日）（＃）   

根深ねぎ○   2000倍散布   圃場A：0；18．／－．／－（2回、14日）（＃）   
2  20％フロアブル  

150L／10a  
2回  14，21，30日  

（茎葉）  圃場B：0．71／－／－（2回、14日）（＃）   

レタス   2000倍散布   圃場A：0．54／－／－   

（茎葉）  

2  20％フロアブル  200L／10a  呈回  呈，7，14日  
圃場B：3．78／－／－（2回、7日）   

なす※   2000倍散布   圃場A：0．60／－／－   
2  20％フロアブル  250L／10a  

（果実）  

呈回  土，3，7日  
圃場B：0．32／－／－   

ピーマン※   2000倍散布   圃場A：0．60／－／－   
2  20％フロアブル  300L／10a  

（果実）  

呈回  土，3，7日  
圃場B：1．07／－／－   

いちご   4000倍散布   圃場A：0．42／－／－   
2  20％フロアブル  200L／10a  

（果実）  

呈回  ム3，7日  
圃場B：0，60／－／一   

だいず   2000倍散布   圃場A：く0．01／－／－   
2  9％フロアブル  

150L′／10a  呈回  ヱ，14，21日  
（乾燥子実）  圃場B：く0．01′／－′／－   

だいず   圃場A：く0．01／－／－   
2  9％フロアブル   

（乾燥子実）  
0．8L／10a  

16倍無人ヘリ散布   
呈回  ヱ，14，21日  

圃場B：く0．01／－／－   

おうとう   4000倍散布   圃場A：0．62／－／一（3回、3日）（＃）   
2  20％フロアブル  

400～500L／10a  
3回  3，7，14日  

（果実）  圃場B：0．38／－／－（3回、3日）（＃）   

はくさい   4000倍散布   圃場A：0，28／－／－   
2  20％フロアブル  200～238L／10a  呈回  旦，7，14日  

（茎葉）  圃場B：0．01／－／一   

はすいも   2000倍散布   圃場A：く0．1／－／一（2回、1日）（＃）   
2  20％フロアブル  

（葉柄）  
300L／10a  2回   1，3，7日  

圃場B：く0．1／－／－（2回、1日）（＃）   

ししとう   2000倍散布   圃場A：0．80／－／－   
2  20％フロアブル  

250～350L／10a  
（果実）  

之回  ム3，7日  
圃場B：0．72／－／－   

ブロッコリー   2000倍散布   圃場A：〈0．05／－／－（2回、14日）（＃）   
2  20％フロアブル  

200L／10a  2回   

（花雷）  

14日  
圃場B：1．17／－／－（2回、14日）（＃）   
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試験圃  
農作物  

場数   

試験条件  最大残留量（ppm）  

剤型   使用量・使用方法   【メトキシフェノジド／A環フェノール体／B環アルコール体】        回数  経過日数   

はなっこり－   
2  20％フロアブル   4000倍散布   

圃場A：0．52／－／－   
300L／10a  星回  ム3，7日  

（花雷）  圃場B：0．80／－／－   

（※）印で示した作物については、申請の範囲内で最高の値を示した括弧内に示す条件において待られた値を採用した。  

（○）印で示したねぎは、品種の相違による偏差を考慮し、作物残留量の高い根深ねぎの作物残留試験成績を基準値策定の根拠とした。  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。   

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書（案）「メトキシフユノジド」に記載されている作物残留試験成績は、各試験条件における残留農薬  
の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なっている。   



（別紙1－2）  

メトキシフェノジド海外作物残留試験一覧表  

農作物   試験圃  
試験条件  

場数  剤型   使用量・佐用方法  回数  経過日数   
最大残留量（ppIu）  

圃場A：0．16  

圃場B：0．052  

圃場C：0．088  

土日     圃場D：0．13  

圃場E：0．20  
トマト  
（果実）   n  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布   旦回  圃場F：0．12  

圃場G：0．28  

圃場H：0．19（4回、3日）  

圃場Ⅰ：0．14  

圃場J：1．8  

圃場K：1．4（4回、10日）  

トマト   22．6％   圃場A：0．12   

（果実）  フロアブル  0．28kg／ha散布   呈回   1日            圃場B：0．33   
圃場A：0．041  

圃場B：0．049  

上目    圃場C：0．12  
ピーマン  
（果実）   ロ  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布   旦回  圃場D：0．14  

圃場E：0．16  

圃場F：0．36（4回、10日）  
ム3，7，10日   

圃場G：0．050（4回、10日）  

圃場A：0，48  
とうがらし  
（果実）   3  80％矩粒水和剤  0．28kg／ha散布   旦回   土日   圃場B：0．94  

圃場C‥0．26   

ピーーアン   22．6％   圃場A：0．16   

（果実）  田  0．28kg／ha散布   皇回   土日  

とうがらし  22．6％  
（果実）   

ロ   フロアブル   0．28kg／ha散布   旦回   上目  圃場Ⅰ：0、40   
圃場A：4、8  

圃場B：7、9  

レタス  土日  
（頭部）  6  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布   呈回  
外葉あり  圃場D二6．5  

圃場E：1．6  

ム3，7，10日  

レタス  
圃場A：0．045  

（頭部）   3  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布   旦回   上目   圃場B：0．11   
外葉なし  圃場C：0．10   

レタス  22．6％  圃場A：9．7  
（頭部）  2   フロアブル   0．28kg／ha散布   4回   

外聾あり  上目   圃場B：5．4   
圃場A：3．9  

圃場B：13  

レタス  上目    圃場C：12  

（葉）   

6  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布   4回  
圃場D：17  

圃場E：11  

圃場F：18       ム3，7，10日   

レタス   22．6％   圃場A：23   

（葉）  
2  0．28kg／ha散布   旦回   

上目  

圃場A：33  

圃場B：12  

ほうれんそう  
6  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布   4回   

上目    圃場C：17  

（茎葉）  圃場D：9．8  

圃場Eニ43  

圃場F：13  
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農作物   試験園  
試験条件  

場数  剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   
最大残留量（ppm）  

圃場A：19  

圃場B：5．5  
1日  

圃場C：0．48  
セ／レリー   6  80％額粒水和剤  0．28kg／ha散布   4回  

圃場D：3．5  

ム3，7．10日  

土日  

22．6％  圃場A：0．72  
セルリー   2   フロアブル   0．28kg／ha散布   4回   土日   圃場B：7．3   

5日  圃場A：0．52（5回、1日）（＃）  

圃場B：1．7  

ブロッコリー  
6  80％頬粒水和剤  0．28kg／ha散布  

上目  
（頭部）  旦回  圃場D：1．4  

ム3，7，10日  

上目  

ブロッコリー   22．6％   圃場A：1．6   

（頭部）  2  0．28kg／ha散布   4回   
上目  

1日  

ム3，7，10日  

キャベツ  圃場C：0．92  

（頭部）   7  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布   旦回・  圃場D：2．1   
外葉あり  

1日   

圃場F：3．3  

圃場・G：0．57   

キャベツ  圃場A：〈0．006  

（頭部）   3  80％頼粒水和剤  0．28kg／ha散布   4回   土日   圃場B：0．31   
外菓なし  圃場C：0．050   
キャベツ  

22．6％  圃場A：0．79  
（頭部）  2   フロアプル   0、28kg／ha散布   旦回   
外輩あり  

1日  
圃場B：0．564   

圃場A：16  

圃場B：11  
土日  マスタード  

5  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布   全回  
（葉）  

圃場C：11  

圃場D：18  

ム3，7，10日      圃場E：17   

マスタード   22．6％   
上目   

圃場A：17   

（菓）  
2  0．28kg／ha散布   旦回  

圃場B：14   

圃場A：0．99  

アーティチョーク   3  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布   4回   
（全体）  

全日   圃場B：1．2  

圃場C：1．1   

圃場A二0．52（6回、13日）（＃）  
ライチ  22．6％  
（果実）   

3   フロアプル   0．28kg／ha散布   皇回  13日   圃場B：1．2（6回、13日）（＃）  

圃場C：0．79（6回、13日）（＃）  

圃場Aニく0．025（6回、13日）（削  
ライチ  22．6％  
（果肉及び種子）  3   フロアプル   0．28kg／ha散布   旦回  13日   圃場B：く0．025（6回、13日）（＃）  

圃場C：く0．025（6回、13日）（削   

0．28kg／ha散布   圃場A：0．032  

0．28－0．49kg／ha散布  上皇日   圃場B：0．23（4回、14日）（＃）  
クランベリー   22．6％  圃場C：0．096（4回、13日）（＃）  

（果実）  6  
旦回  

圃場D：0．070（4回、13日）（＃）  
0．28kg／ha散布  

圃場E：0．39（4匡l、15日）  

圃場F：0．15  

三日  

圃場B：0．60（4回、8日）  

ささげ  8日   

6  80％頬粒水和剤  0．28kg／ha散布  旦回  
（乾燥子実）  圃場Dニ0．15  

圃場E：0．11（4回、8日）  

圃場F：2．7  
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農作物   試験圃  
試験条件  

場数  剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   
最大残留量（ppm）  

2日  

旦ヨ  

2日  
マースカッシュ  6  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布   4回  

量目  

2日  

量目   

0．28kg／ha散布   
圃場A：0．033（4回、2日）（＃）  

2日  

0．28－0．37kg／lla散布  圃場Cこ0．011（4回、2日）（＃）  

圏場D：0．051  
きゆうり   田  80％顆粒水和剤  旦回  

圃場E：0．67  

0．28kg／ha散布  呈日  

圃場G：0．019  

圃場H：0．026   

圃場A：0．15  

量目  

2日  
圃場C：0．19（4回、2日）（齢  

カンタロープ  ロ  80％顆粒水和剤  0．28kg／ha散布  4回  圃場D：0．13（4回、2日）（＃）  

呈日  

2日  

量目  

0．06－0．09kg／ha散布   ！ヱ！ ‖‖   
0．09－0．12kg／lla散布  逆目  圃場B：0．24  

ウイーフルーツ   22．6％  
6  

ヨ回   
（果実全体）  フロアプル  0．10－0．11kg／11a散布  上≧旦日  圃場D：0．19  

0．09－0．10kg／11a散布  121日  開場七：0．25（3回、121日）  

0．10－0．11kg／ha散布  121日  圃場F：0．15（3回、121日）   

0．15－0、18kg／lla散布   121日  圃場A：0．58（3回、121日）  

0．19－0．23kg／lla散布  去坦日  圃場B：0．29  

ウイーフルーツ   
6   22．6％  呈回                   0．17－0．21kg／11a散布   1＿21日  圃場C：0．77（3回、121日）   

（果実全体）  フロアプル  0．19－0．23kg／ha散布  日  圃場D：0．41  

0．19－0．20kg／ha散布  21  圃場E：0．51（3回、121日）  
．  

0．19－0．22kg／ha散布  121日  圃場F：0．30（3回、121日）   

0．09kg／ha散布   壬50日  圃場A＝0．03（3回、150日）  

0．12kg／ha散布  ！ 
，．…．   

ウイーフルーツ   22．6％  0．10kg／ha散布  
1回  

（果実全体）  6  0．11kg／ha散布  48  圃場D：0．02（3回、148日）  

0．10kg／ha散布  9日  圃場E二0．05（3回、149日）  

0．10kg／ha散布  150日  圃場F：〈0．01（3回、150日）   

0．18kg／ha散布   ！ 
……． 

0．22kg／ha散布  148日  圃場B：0．04（3回、148日）  

ウイーフルーツ   22．6％  0．21kg／ha散布  
1回   

（果実全体）  6  0．23kg／ha散布  148日  圃場D‥0．18（3回、148日）  

0．19kg／ha散布  149日  圃場E：0．12（3回、149日）  

0．19kg／ha散布  150日  圃場F＝0．03（3回、150日）   
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農作物   試験陶  
試験条件  

場数  剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   
最大残留量（ppm）  

7日  

圃場B：〈0．05（4回、8日）（＃）  

圃場C：〈0．05（4回、8日）（＃）  

圃場D：〈0．05（4回、8日）（＃）  
8日  

圃場E：く0．05（4回、8日）（＃）  

圃場F：く0．05（4回、8日）（＃）  
だいず  
（乾燥子実）   

13  80％顆粒水和剤  0．269－0．296kg／ha散布  4回  圃場G‥〈0・05（4回、8．日）（＃）  

圃場H：く0．05（4回、7日）（＃）  

7日  

6日  

圃場K：〈0．05（4回、7日）（＃）  

7日   

圃場W：く0．05（4回、7日）（＃）   

（＃）これらの作物残留試験は、作物残留試験が実施された国の任用方法の範囲内で試験が行われていない。  
最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  
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メトキシフェノジド  （別紙2）  農薬名  

、肝一－ん一】叫】】「一  

せ遡m¶¶▼【▲〔． 

【米国のブロッコリー及び  

【米国のブロッコリー及び  

0．52，0．80（はなっこり山）   

な科野菜   

【1．6－9．7（n二8）（頭部外葉あ  

きく科野菜   

0．12（＃），0．16（＃）（葉ねぎ）、  
0，18（れ0，71（＃‡）（根深ね   

ゆり科野菜   

－21－   



（別紙2）  農薬名  メトキシフェノジド   

【0．032－0．39（n＝6）】   



メトキシフェノジド  
（別紙2）  農薬名  

その他のナッツ類   

その他の陸棲晴乳類に属する動物の筋肉   

その他の陸棲哺乳頬に属する動物の肝臓   

その他の家きんの肝臓   

その他の家きんの食用部分   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、綱をつけて示した。  
【】で示した結果等については、海外で実施された作物残留試験成績を示した。  
（‡）で示した作物は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、試験が行われた範囲内で最も大きな残留値を考慮した。  
（拝）で示した作物残留試験成績は、適用範囲内で行われていない。  

－23－   



（別紙3）   

メトキシフェノジド推定摂取量（単位：FLg／人／day）  

食品群   
基準値案 （ppm）  国民平均 TMDI  幼小児 （1～6歳） TMDI  妊婦 TMDI  

米  01  18 5  
と もろこし  0 02  大豆  0 3  小豆  4 0  

0 05  てんさい  
9 0  かぶ の  30  クレソン  30  はくさい  7 0  

キャベツ   
7  キャベツ  7 0  ケール  30  

こまつな  30          ’   
きよな   30  
チンゲンサイ   30  

カリフラワー  7 0  
ブロッコリー   3  

6 0  その也のあぶらな科野菜  30  
アーティチョーク   3 0  0 3  チコリ  30  エンダイブ  30  しゆんきく  30  レタス  30  
その也のきく科野菜  30  ねぎ  3  パセリ  30  セロリ  15  
その他のせり科野菜  30  
トマト   2  

ピーマン   3  な  2  
2  その他のなす科野菜  き うり  0 3  

かばちや  0．3  しろうり  0 3  いか  0 3  
メロン 果実   0．3  ま わ’り  0 3  
その他のうり科野菜  0 3  ほナれんそ’  30  
オクラ  2．0  

りんご   その他の野菜  30            2  
日本なし   2  

西、なし  2  
マルメロ   2  

びわ   2  も  2  ネクタリン  2  あんず  2  
す も  2          ’  め  2  
おうとう   2  いちご  2  

0．7  クランベリー  

ぶどう  匹  

キ．ケ．イ．ニ■■…‥…．．……．■．．．－■…．＿＿．……．………．．‖＿…＿  0．5      0．6  
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基準値案  
食品群  

（ppm）   民平均 T九すDI  幼小児 （1～6歳） TMDI  妊婦 TMDI  

0. I 0 4  綿実   7  ぎんなん   01  
くり  0．1  0．0  

O. 0i 0 0  ペカン   01  
アーモンド   0．1      0 0  
くるみ  0．1  
その他のナッツ類  0．1  0．0   0．0  

28 0  86 0  茶   20  
3．0   3 0  30  

30    3 0  3 0  

2．0   1．8  陸棲哺乳類♂  ）肉類  0 05          蟹棲、乳類の乳、、   0 01  
｛ の  

0. 4i 0 3  肉類   0 02  
家禽の卵類  0．01   0．4  

計  
2193．0  1156．8  1812．9  

42．0   74．7   33．3  

TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreticalMaximum DailyIntake）  
高齢者については畜水産物の摂取量データ、妊婦については水産物の摂取量データがないため、国民平均  
の摂取量を参考とした。  
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答申（案）  

メトキシフェノジド   

残留基準値  

食品名  
D口m   

米（玄米をいう。）   0．1   

とうもろこし   0．02   

大豆   0．3   

小豆類   4．0   

てんさい   0．05   

かぶ類の葉   30   

クレソン   30   

はくさい   7．0   
キヤべツ   7   

芽キャベツ   7．0   

ケール   ：iO   

こまつな   30   

きような   30   

チンゲンサイ   30   

カリフラワー   7．0   
ブロッコリー   3   

その他のあぶらな科野菜（注1）   30   

アーティチョーク   3．0   

チコリ   30   
エンダイブ   30   

しゆんぎく   30   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   30   

その他のきく科野菜（：注2）   30   

ねぎ   3   

パセリ   30   

セロリ   15   

その他のせり科野菜（注3）   30   

トマト   2   

ピー・マン   3   

なす   2   

その他のなす科野菜（注4）   2   

きゆうり（ガーキンを含む）   0．3   

かぼちや（スカッシュを含む）   0．3   

しろうり   0．3   

すいか   0．3   

メロン類果実   0．3   

まくわうり   0．3   

その他のうり科野菜（注5）   0．3   

ほうれんそう   30   

オクラ   2．0   

その他の野菜（注6）   30   

りんご   2   

日本なし   2   

西洋なし   2   

マルメロ   2  

びわ   2  

もも   2  

ネクタリン   2  

あんず（アプリコットを含む）   2   

すもも（プルーンを含む）   2   

うめ   2   

おうとう（チェリーを含む）   2   

いちご   2   

クランベリー   0．7   

ぶどう   

（注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶら  

な科野菜のうち、だいこん類の根、だいこん  
類の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさ  
び、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベ  
ツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサ  
イ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以  

外のものをいう。   

（注2）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜  
のうち、ごぼう、サルシフイー、アーティチョー  
ク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎく、レタス及  
びハーブ以外のものをいう。   

（注3）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜  
のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロ  
リ、みつば、スパイス及びハーブ以外のもの  
をいう。   

（注4）「その他のなす科野菜」とは，なす科野  
菜のうち，トマト，ピーマン及びなす以外のも  

のをいう。   

（注5）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜  

のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すいか、  
メロン類果実及びまくわうり以外のものをい  

う。   

（注6）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも  

類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、き  
く科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科  
野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけのこ、オ  
クラ、しようが、未成熟えんどう、未成熟いん  
げん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハー  
ブ以外のものをいう。   
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メトキシフユノジド（っづき）   

残留基準値  
食品名  

DDm   

キウイー   0．5   

その他の果実（注7）   0．1   

綿実   7   

ぎんなん   0．1   

くり   0．1   
ペカン   0．1   
アーモンド   0．1   

くるみ   0．1   

その他のナッツ類（注8）   0．1   

茶   20   

その他のスパイス（注9）   30   

その他のハーブ（注10）   30   

牛の筋肉   0．02   

豚の筋肉   0．02   

その他の陸棲晴乳類に属する動物（注11）の筋肉   0．02   

牛の脂肪   0．05   

豚の脂肪   0．05   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．05   

牛の肝臓   0．02   

豚の肝臓   0．02   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．02   

牛の腎臓   0．02   

豚の腎臓   0．02   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．02   

牛の食用部分   0．02   

豚の食用部分   0．02   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   0．02   

乳   0．01   
鶏の筋肉   0．01   

その他の家きん（注12）の筋肉   0．01   

鶏の脂肪   0．02   

その他の家きんの脂肪   0．02   

鶏の肝臓   0．01   

その他の家きんの肝臓   0．01   

鶏の腎臓   0．01   

その他の家きんの腎臓   0．01   

鶏の食用部分   0．01   

その他の家きんの食用部分   0．01   

鶏の卵   0．01   

その他の家きんの卵   0．01   

すもも（乾燥させたもの）   2   

干しぶどう   3   

（注7）「その他の果実」とは、果実のうち、かん  
きつ類果実、りんご、日本なし、西洋なし、マ  
ルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず、すも  
も、うめ、おうとう、ペリー類果実、ぶどう、か  
き、バナナ、キウイー、パパイヤ、アボカド、パ  
イナップル、グアバ、マンゴー、パッションフ  

ルーツ、なっめやし及びスパイス以外のもの  
をいう。   

（注8）「その他のナッツ類」とは，ナッツ類のう  
ち，ぎんなん，くり，ペカン，アーモンド及びく  
るみ以外のものをいう。   

（注9）「その他のスパイス」とは、スパイスのう  

ち、西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、と  
うがらし、パプリカ、しようが、レモンの果皮、  
オレンジの果皮、ゆずの果皮及びごまの種  
子以外のものをいう。   

（注10）「その他のハープ」とは、ハーブのう  
ち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの菓、  
セロリの茎及びセロリの葉以外のものをいう。   

（注11）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」  

とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及  
び豚以外のものをいう。   

（注12）「その他の家きん」とは、家きんのうち、  
鶏以外のものをいう。   
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